
 

 グラフィック有機ＥＬモジュール１００ｘ１６ YELLOW 
 

 

・有機ＥＬを採用した画素自体が光るディスプレイモジュールです。 
・１００ｘ１６ピクセルで文字・漢字・アイコン・グラフなどを表示可能 
・扱いやすい２ｘ７ピン端子 ２．５４ｍｍピッチコネクタ 

・動作温度範囲が広い －４０～＋８０℃ 

・HD44780のコマンド体系を拡張したグラフィックモジュール 

 
 
■仕様 

表示方式 有機ＥＬ（ＯＬＥＤ）  
発光色 黄色  
表示モード グラフィックモード 

キャラクタ液晶互換モードもあり 
 

コントローラ WS0010  
動作電圧 3.3V~5.0V 最大定格 5.3V 
消費電流 約 15mA（未点灯）～約 50mA（全点灯） 5V動作時 
動作温度範囲 －４０～８０℃  
表示エリア ６０ｘ１１ｍｍ  
外形サイズ ８５（Ｗ）ｘ３０（Ｈ）１０（Ｄ）ｍｍ  

 
■ピン配置 

ピン番号：液晶裏面に１～１４の番号が振ってあります。 
番号 名称 機能 番号 名称 機能 

14 DB7 データビット７ 13 DB6 データビット６ 
12 DB5 データビット５ 11 DB4 データビット４ 
10 DB3 データビット３ 9 DB2 データビット２ 
8 DB1 データビット１ 7 DB0 データビット０ 
6 E チップイネーブル 5 R/~W Read/~Write 
4 RS Instruction/Data選択 3 NC ＜未接続＞ 
2 VSS グランド 1 VDD 電源（３Ｖ～５Ｖ） 

※この有機ＥＬモジュールにはコントラストの調整・明るさの調整はありません。 
 
■使い方 

HD44780のキャラクタ液晶とインターフェースの方法は同じです。初期化に関してもほとんど同じといっていいでしょう。 
次ページに初期化のフローチャートがあります。パワーオンリセットのウェイト時間が長いので注意してください。 
そのまま使うとキャラクタ液晶互換モードになり内蔵フォントで ASCIIコードに

よる英数カナの表示ができます。（右写真）ただし文字間が詰まった状態になりま

す。このままお使いになることもできますが文字間を開けることはできません。

キャラクタ液晶互換モードは内蔵コントローラの付加機能です。 
グラフィックモードに入るにはCursor/Display Shift/Mode/Pwrのコマンドで

行います。０００１１１１１を送るとグラフィックモードになります。画素と座

標の関係は次のようになります。アドレッシングとしてＸ軸は0~99まで、Y軸は0と1の範囲を持ちます。 
 座標の指定はRS=0にして、(0x80+X座標), (0x40+Y座標) のようにデータを送ります。ピクセルデータはRS=1にして８ビ

ットデータとして送ります。ビットが１の画素が点灯します。 

 



 

 
■寸法図 

 

 

 

 

■参考：初期化フローチャート 

  

 

■その他 

・キャラクタ液晶互換モードで出てくるフォントをグラフィックモードで利用することはできません。 
・有機ＥＬの発光輝度の調整はできません。（電源電圧で多少変化させることが出来る程度です） 

 

■使用上の注意 

・液晶はガラスを使用しています。雑に扱いますと割れる恐れがありますのでご注意ください。 
・部品面にコイルがついています。ぶつけると欠ける恐れがありますのでご注意ください。 
・動作電圧範囲は 3.3V~5.0V（最大定格 5.3V）となっています。 
・この商品の動作温度範囲は－４０℃～＋８０℃となっています。 
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